
挫折に
立ち向かう



挫折したとき、
どうとらえればよいの？

挫折で潰れるなら最初からやるな。
やったら成功するというおまえが悪い。
いいことも悪いことも含めてつながっている。
挫折を怖がっていたら何もできない。
挫折ではなく、経験をした。
その経験をうまく使うかどうか。
プロレス、ボクシングジムを立ち上げる。
人の付き合い方 こうやってつながっていく。
警察官 交番にあそびに行く。
いまがあるのは、そういう人たちがいたから。
どうなるのだろう 高齢者にいずれなる。
正面から堂々と歩く人は少ない 周りがコントロールしやすい？。
若者がおだててくれればきっと走り出す。
発掘するのは教師 本人の潜在意識を引っ張り出してくれる 成長した。



「挫折に立ち向かう」のポイント

① 挫折で潰れるなら最初からやるな。やったら成功するという考えが悪い。

② いいことも悪いことも含めてつながっている。

③ 挫折ではなく、経験をしたととらえる。

④ 若者は、おだててくれればきっと走り出せる。

⑤ 発掘するのは教師の役割。本人の潜在意識を引っ張り出す。


